
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

未来のアスリート発掘事業 

14 期生 

１４期生の指定証交付式が、平成３１年１月１２日(土)に富山県総合

体育センター会議室において開催されました。選考にご協力いただいた

企画委員の皆様や多くの保護者が見守る中、県体育協会 老月 守専務

理事から一人ひとりへ指定証が手渡されました。 

 張りつめた緊張感の中、これから始まる育成プログラムへの大きな期

待と意気込みが感じられる指定証交付式となりました。 



指  定  証  交  付  式 
日時 １月１２日（土） 

場所 富山県総合体育センター会議室 

  

  

○老月専務理事から「全国・世界のひのき舞台で活躍する選手と

して成長するとともに、将来、富山県のスポーツ界のリーダーと

して活躍することを期待しています」と話があり、目を輝かせな

がら聞いていた１４期生はアスリートとしての自覚や希望を芽生

えさせました。 
 

○アスリートを代表して、越智さんと山下さんが「私たち１４期

生は、一人ひとりが大きな夢に向かって、努力することを誓いま

す」と決意のことばを述べ、１４期生はアスリートとしての決意

を胸に、最初の一歩を踏み出しました。 

 



奨  励  賞  授  与  式 
未来のアスリート発掘事業の修了生の中で、スポーツ活動にお

ける実績が顕著であり、今後更なる活躍が期待される選手に奨励

賞が授与されました。 

  

  
 
【受賞者】 

高井 春陽（たかい はるひ） ７期生 

所属：富山南高校３年（水泳[アーティスティックスイミング]競技） 

実績：第 16 回 FINA 世界ジュニア選手権日本代表  

    チームテクニカル／コンビネーション３位 

丸山 彦樹（まるやま げんき） ８期生 

所属：石動高校２年（ホッケー競技） 

実績：第 73 回国民体育大会少年男子２位、U18 日本代表 

齊藤 容（さいとう ひろ） ９期生 

所属：石動高校１年（ホッケー競技） 

実績：第 73 回国民体育大会少年男子２位 



アスリートの感想  

 

 

 

 

 

 

 指定証を見たときは「こんなに素晴らしいものをもらえるの！？」と

思いおどろきました。渡されたときはグッと重みがあってびっくりする

とともに、アスリートの代表になれて“ほこり”に思いました。 

最初は不安だったけど緊張もほぐれてきて、指定証をもらった時にす

ごく実感がわいて、不安な気持ちから「これからもがんばっていこう！」

という前向きなき気持ちになりました。 

 私は指定証をもらい、富山県の代表として「あいさつ」「返事」を当

たり前にしたいと思いました。これからは育成プログラムで学ぶことを

もとに、生活の仕方やトレーニングの仕方を考えていきたいです。 

 指定証を交付され「がんばってください」と言われると未来のアスリ

ート１４期生に選ばれたことを実感しました。今後、自分のためになる

ようにたくさんのことを学ぼうと思いました。 

奨励
しょうれい

賞
しょう

をいただいた３名からのメッセージで、「あいさつ」や「親

への感謝の気持ち」が大事と言っておられました。そのことを意識して

これからのプログラムに取り組んで行きたいです。 

 

 指定されたことに“ほこり”と“自覚”を持ちプログラムに取り組み

たいと感じました。そして、この指定証をもらった中から代表になれる

よう、言われた事の倍をやっていきたいと思います。 

指定証をもらったときに、未来のアスリート発掘事業で一生懸命学ん

だことを生かして「全国大会で優勝したい！」という気持ちが強くなり

ました。 



 

 

 

 

 

 

未来のアスリート発掘事業を卒業した人が、すごいアスリートになっ

た事は知っていたけれど、実際に日本代表になった人を見たり、盾をも

らったりしてもっとがんばろうという気持ちが大きくなりました。 

たくさんの人の中から選ばれたので、他のアスリートと協力しなが

ら、あいさつや返事、感謝の気持ちをしっかり持ち、これからのプログ

ラムをがんばりたいです。 

ひとりひとりに指定証を交付してもらい、これからがんばっていこう

という気持ちが強まりました。３人の素晴らしい先輩たちの話を聞い

て、先輩たちのように活躍したいと思いました。 

１人ずつ名前が呼ばれてとても緊張しました。奨励賞を受賞された先

輩方の話を聞いて、私も将来、大きな大会で表彰されるような選手にな

りたいと思いました。 

たくさんの人が指定証をもらっていたので、これからの活動などで協

力してやっていきたいと思いました。指定証をもらったので、しっかり

と習ったことを家でも行いたいです。 

とても大きな盾をもらいうれしい気持ちになると同時に、初めてのこ

とがたくさんあると思うと少し緊張しました。でも、県から指定された

児童として自覚を持ち礼儀正しく様々なことにチャレンジしたいです。 

［担当より］ 

多くの児童がアスリートに選ばれた「自覚」や「誇り」、「周囲への感

謝」を感想に書いていました。 

アスリートに選ばれたみなさんは、この日、胸にいだいた思いを忘れ

ず、精一杯プログラムに取り組んでください。 

みんなのこれからの活躍に期待しています！！ 



保護者の感想  

 

 

 

 

 

 

 

子供たちの目が輝いているのが印象的でした。富山県から指定された

ことを誇りに思い、日々の生活態度にも自覚を持って行動してほしいと

思います。 

 貴重な機会を与えていただき、本人もとてもやる気で満ちています。

この１年間、未来のアスリート事業の活動に参加する中で、競技力だけ

ではなく人間性も成長していってくれればと期待しています。 

これからの１年、身体だけでなく心も成長していくことがとても楽し

みになりました。学校やクラブチームでは学べない事を学べるというこ

とに感謝して１年間がんばってほしいです。 

 とても緊張感のある式で、親の私もがんばらなきゃという気持ちにな

りました。選んでいただいた事に感謝、指導していただく先生に感謝の

気持ちを忘れず、たくさんのことを学び吸収して欲しいです。 

 立派な指定証の盾をいただき、選考されたからには親子でしっかりと

学んでいこうと思いました。同じチームで選考されなかった子の分もが

んばって１年間取り組んで行きたいです。 

 交付式で立派な指定証を受け取ったことで、自信を持ちやる気をみな

ぎらせていました。ハキハキと受け答えができるお子さんが多く、我が

子もアスリートとして心も身体も成長して欲しいと感じました。 

 未来のアスリート１４期生として参加させていただける気持ちを決

して忘れないように、親子共に一緒に取り組んでいきたいと思いまし

た。帰ってからすぐに習ったことを復習している姿を見て１番のサポー

ターでいてあげたいと思いました。 


